
- 1 -

過
日
、
五
月
十
九
日
（
木
）
の
午
後
三
時
半
よ
り
、
第
一
回

「
合
同
帰
り
の
会
（
避
難
訓
練
）
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の

ね
ら
い
は
次
の
三
点
で
す
。

①
予
測
で
き
な
い
災
害
に
備
え
、
安
全
且
つ
迅
速
に
避
難
で

き
る
能
力
を
養
う

②
災
害
に
対
す
る
安
全
対
策
に
普
段
か
ら
意
識
す
る
心
構

え
を
持
つ

③
避
難
訓
練
を
通
し
て
、
人
命
尊
重
の
精
神
や
集
団
と
し

て
の
規
律
を
守
り
、
協
力
し
て
行
動
す
る
態
度
を
養
う
。

五
月
二
十
四
日(

火
）
八
時
二
十
分
～
九
時
三
十
分
、

本
校
で
は
、
昨
年
度
よ
り
、
年
間
七
回
「
合
同
帰
り
の
会
」

令
和
四
年
度
「
生
徒
総
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
当
日
は
、
生
徒
全
員
が
緊
張
感
を
持

ね
ら
い
は
、
今
年
度
の
生
徒
会
活
動
に
つ
い
て
、

っ
て
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
て
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。

審
議
・
確
認
し
、
生
徒
全
体
が
生
徒
会
の
一
員
で
あ

ま
た
、
避
難
時
間
も
昨
年
度
の
七
分
四
十
四
秒
か
ら
。
五

る
こ
と
を
再
認
識
す
る
こ
と
に
よ
り
、
今
後
の
活
性

分
四
十
秒
へ
と
二
分
四
秒
縮
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
調
子
で
、

化
を
図
る
こ
と
で
す
。

時
間
短
縮
も
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

本
来
な
ら
ば
、
体
育
館
に
生
徒
全
員
が
集
合
し
て

第
一
回
講
話
は
校
長
と
一
学
年
主
任
が
行
い
ま
し
た
。

様
々
な
こ
と
を
話
し
合
う
時
間
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
の

校
長
か
ら
は
「
合
同
帰
り
の
会
」
の
ね
ら
い
と
二
千
十
一

感
染
状
況
悪
化
の
影
響
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
と
対
面
の

年
三
月
十
一
日
の
「
東
日
本
大
震
災
」
の
状
況
と
日
常
の
意

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
で
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。
生
徒

識
こ
そ
が
大
切
で
あ
る
事
や
「
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
」

会
本
部
と
管
理
職
、
担
当
教
師
は
美
術
室
、
一
年
生

危
機
管
理
意
識
を
持
た
せ
る
話
を
し
ま
し
た
。

～
三
年
生
は
各
教
室
で
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
参
加
し
ま

一
学
年
主
任
か
ら
は
「
Ａ
Ｅ
Ｄ
」
の
場
所
や
ど
う
い
っ
た
時
に
使
う
の

し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
次
の
通
り
で
す
。

か
等
に
つ
い
て
話
が
あ
り
ま
し
た
。

①
開
会
の
こ
と
ば
（
司
会
）

②
学
校
長
挨
拶

③
生
徒
会
長
挨
拶

④
議
長
選
出

五
月
二
十
二
日
（
日
）
十
時
～
十
二
時
、
令
和
四
年
度

⑤
議
案
の
審
議(

第
一
号
議
案
～
第
三
号
議
案
、

「
Ｐ
Ｔ
Ｃ
Ａ
総
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
昨
年
度
は
コ
ロ

質
疑
応
答
）

ナ
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
紙
面
の
み
で
行
い
ま
し
た
が
、

⑥
議
長
解
任

今
年
度
は
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
」

⑦
講
評
（
教
頭
）

で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

⑧
閉
会
の
こ
と
ば
（
司
会
）

休
日
の
午
前
中
に
も
関
わ
ら
ず
、
馳
せ
参
じ
て
頂
い
た

生
徒
会
長
の
挨
拶
は
、
実
に
堂
々
と
し
て
い
て
立

役
員
の
皆
様
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加
し
て
頂
い
た
保
護
者

派
な
挨
拶
で
し
た
。
ま
た
、
本
部
役
員
の
司
会
進
行

の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
致
し
ま
す
。

も
大
変
ス
ム
ー
ズ
で
し
た
。
各
種
専
門
委
員
会
の
説

当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
次
の
通
り
で
す
。

明
は
、
ス
ラ
イ
ド
が
と
て
も
分
か
り
や
す
く
ま
と
め

①
Ｐ
Ｔ
Ｃ
Ａ
会
長
挨
拶

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
リ
ハ
ー
サ
ル
を
含
め
た
事
前
準

②
議
題
Ⅰ
（
令
和
三
年
度
活
動
計
画
及
び
決
算
報
告
、

備
、
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

会
計
監
査
）

議
題
Ⅱ
（
令
和
四
年
度
活
動
計
画

ま
た
、
各
学
級
か
ら
の
質
疑
応
答
の
場
面
で
も
、

（
案
）
及
び
予
算
（
案
）

し
っ
か
り
と
回
答
し
、「
神
原
中
学
校
の
リ
ー
ダ
ー
」

③
Ｐ
Ｔ
Ｃ
Ａ
会
則
改
訂
（
案
）

の
質
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。
皆
さ
ん
を
と
て

④
創
立
記
念
日
制
定
（
二
月
十
日
）

も
誇
ら
し
く
感
じ
ま
し
た
。

⑤
Ｐ
Ｔ
Ｃ
Ａ
活
動
功
労
者
表
彰

一
方
で
一
年
生
～
三
年
生
の
各
学
級
か
ら
の
質
問

⑥
学
校
長
挨
拶

も
、
事
前
の
「
学
級
活
動
」
で
の
話
し
合
い
が
建
設

知
恵
を
出
し
合
い
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
（
対
面
と
オ
ン

的
に
行
わ
れ
た
こ
と
が
よ
く
分
か
る
内
容
で
し
た
。

ラ
イ
ン
）
で
開
催
し
ま
し
た
が
、
功
労
者
表
彰
だ
け
で
も

生
徒
一
人
ひ
と
り
が
生
徒
会
の
一
員
と
し
て
主
体

多
く
の
Ｐ
Ｔ
Ｃ
Ａ
会
員
の
皆
様
の
前
で
行
い
た
か
っ
た
で

的
に
生
徒
会
活
動
に
取
り
組
ん
で
く
れ
る
こ
と
を
大

す
。
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
、
日
常
を
取
り
戻
せ
る
日
が
来
る

い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

ま
で
、
共
に
こ
の
困
難
を
乗
り
越
え
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

第 ６ 号

教育目標：◎目標を持ち自ら学ぶ意欲と創造性に満ちた生徒
◎心豊かで思いやりがある生徒
◎明るく健康でたくましい生徒
◎視野を広げ協働する生徒
◎地域を理解し地域に貢献できる生徒

R4年５月25日（水）

大
成
功
だ
っ
た
生
徒
総
会
！

第
一
回
「
合
同
帰
り
の
会
」
の
実
施
！

「
ｐ
Ｔ
Ｃ
Ａ
総
会
」
の
開
催
！
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